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経営ビジョン
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利益
大

3つの『モノ』と１つの『コト』

素材

部品

組立

ソリューション
アフターサービスの提供

実装

コア技術の強化

高収益体質に向けたビジネスモデルの変革

エンドユーザーとの距離

新事業創出

小
遠 近

コンデンサ
インダクタ
通信デバイス

新事業・回路モジュール
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16%

14%
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10%

2015/3 2020/3

用途分野別売上構成
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自動車、情報インフラ市場の拡大

情報インフラ
・産業機器

通信機器

自動車

情報機器

民生機器

需要変動の影響を
受けにくい事業構造へ

シフトし、
業績の安定性を向上

・基地局通信装置
・サーバ
・セキュリティカメラ

・スマートフォン
・携帯電話

・ADAS
・メータークラスタ
・電子制御ユニット

・タブレット端末
・パソコン

・薄型テレビ
・デジタルカメラ
・ゲーム機器

注力すべき市場
23%
↓

41％

成長する
自動車、情報インフラ

市場に注力

注力すべき市場
売上構成比

ターゲット 50%
自動車 25%
情報インフラ・産業機器 25%
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材料技術、積層技術を中心とした商品展開

材料技術
積層技術

Ni電極 Cu電極

高周波
回路設計 磁性材料

固体
電解質
材料

圧電材料

積層セラミック
コンデンサ

＋

大容量

＋

高周波

＋ ＋

＋ ＋

積層タイプ
メタル系

パワーインダクタ

積層セラミック
フィルタ

アクチュエータ 全固体電池

IoT、5G、自動車電装化などの技術進化を支えるハイエンド電子部品を供給
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コンデンサ事業の方向性とエルナー社の位置付け

1 10 100 1000 10
(μF)

電圧
（V）

容量

10

100

1000

100

導電性高分子
ハイブリッドアルミ
電解コンデンサ

MLCC

大型電力コンデンサ
※量産準備中

EV、SiC、GaN

マイルド
ハイブリッド

(48V化)

自動車(CASE)
情報インフラ
スマートフォン

1000

EDLC・
リチウムイオン
キャパシタ
(LITHOSIONTM)

(F)

全固体電池
※開発中

フィルムコンデンサ置換

自動車
産業機器

ウエアラ
ブル端末

エルナー株式会社
2019年1月 完全子会社化
自動車向けアルミ電解コン
デンサの製造販売
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モノづくりの進化「smart.Eプロジェクト」

ケタを変える
↓

ロケーションフリー

～GからEへ～
IoTとビッグデータを駆使して
ムダ・ムラ・ムリをなくし、
モノづくりを大きく進化させる FY2018～

FY2017～

FY2016～

生産性
向上

設備投資
抑制

展開中

完了

展開中
FY2019の成果
・AIを活用した異常の
常時監視～未然防止
⇒国内外の一元監視
⇒人的生産性アップ
⇒設備稼働ロス削減

・製品品質の向上
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中期経営計画

売上高

営業利益率

ROE

3,000億円

15%

10%以上

※中期経営計画の達成時期
ターゲットは2021年3月期だが、
当期の通期業績予想は未定
（5月12日時点）
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株主還元

安定的な総還元性向30%の実現を目指す

1株当たり配当金(円) 15 20 20 21 26
1株当たり当期純利益(円) 125.27 46.08 138.80 189.93 143.04

中期目標

0%

10%

20%
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自己株式取得額

配当金総額

総還元性向
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当資料に記載されている、当社（太陽誘電株式会社、および
当社グループ）に関する計画、業績見通し、戦略、確信等の
うち、将来の記述をはじめとする歴史的事実ではないものは、
すべて現在、当社が入手している情報に基づいて行った予測、
想定、認識等を基礎として記載しているものであり、その性
質上、客観的に正確であるという保証、ならびに将来その通
りに実現するという保証はありません。実際の業績は、数々
の要素により、現状の見通し等とは大きく異なる結果となり
え、かつ、当社が事業活動の中心とするエレクトロニクス市
場は変動性が激しいことからも、当資料に全面的に依拠する
ことはお控えくださるようお願いいたします。

10
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